
ジメチルホルムアミドの濃縮性試験成績報告書

　　分子式　05BアON
　　　　　　　　　　　　　　　OHヨ　　　　　　　　　　　　　　／　　構造式　E－C一瓦　　　　　　　　　　　　　　ぺ　　　　　　　　　　　”　　　　c且5
　　　　　　　　　　　0

　　　環保業第5号・

薬発第6…
p魚介類の体内に醐化軸質の　　よる

　　　49基局第392号

　3／　試験装置及ぴ機器

　　　　　水系環境調節装置　　流水式

　　　　　ガスクロマトグラフ　検出器EID

　32　試験条件

　312．！　　TLm試験

　　　（a）　試験魚

　　　　　　　ヒメダカ平均体重03g塩化第二水銀合格魚※

　　　　　　　※田端健二　用水と廃水∠三，！297～ノ303（／972）

　　　㈲　分散剤

　　　　　　使用せず

　　　（c）試験温度

　　　　　　　．25‘士．2℃

　　　（d）結　　果

　　　　　　　4：8　TLm　　　9800ppm

∠　試験期間　昭和50年3月／7日～昭和50年6，月1’日

2試料名　ジメチルホルムアミド（試料雁K－50）

3　試験方法及び条件

レ

322
（a）

（b）

（c）

濃縮度試験

　試験魚

　　コイ，平均体重　約30g

　　　　　平均体長　約10㎝

　試験温度

　　25±．2℃

　試験濃度

　　設定値

　　　48TLm値は9800ppn（約！0000ppm）であり

　　　！　　　　　！
　　ノ000，10000濃度区とした場合、！Op；m，／p皿

　　となるが、設定値に対し実測値は低くなる場合が多ぐ

　　！P脚では定量限界に近いため安全をみて2倍の濃度

　　とした。

　　　　　　第／濃度区　　20Plm

　　　　　　第．2濃度区　　　．2P皿

実測値

　表一！　濃縮倍率を求めるための平均濃度（p皿）
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3．2，3 分析試料の前処理

・体長・体重測定

・細片

←海砂（20g）クロロホルム（！Om■）で

　すりつぶす

。無水硫酸ナトリウム（／・20g）で脱水

←クロロホルムを適量

・分液ロートに移す

←クロ・ホルム（100m■）

．抽出（振とう　！0分澗）

　　　　　　　　　　　　　　1

1独ホ画引　　医型

下　　　　　　　　　　　　　　　クロロホルム（／00m■）
　　　　　　　　　　　　　　●抽出（振とう　／0州）

』　　　　　　　如・ホルム劇　1残副
　　　　　　　　　4
　　　　　・無水硫酸ナトリウムを通すと同時にろ過

　　　　　・濃縮（！0皿■～20皿■）

　　　　　1（ロータリ『工離一夕ー使用）

」塑綱嵌の！伽を3皿
　　　　　ハ　　　　ド　　ド　　　　ラ

　　t輿σ墜釧’

　　　　　　『（以下余白次頁に続ぐ）

×2回

　3．Z4　分析条件

　　　　水　分　析

　　　　　ガスクロマトグラフ（G　C）検出器FエD

　　　　　　キャリアガス　　罠2　06kg／C皿2

　　　　　　充てん剤　ツインー60！0％タイヤソリッドL

　　　　　　ガラスカラム　　・2皿φ×／m

　　　　　　カラム温度　 80℃

　　　魚体分析

　　　　　ガスクロマトグラフ（GC）検出器FエD

　　　　　　キャリアガス　　N2　ZOk多ノcm2

　　　　　　充てん剤　テナツクスGC・

　　　　　　ガラスカラム　　2皿φ×／m

　　　　　　カ　ラム　温度　　　　135℃～170℃　昇温搬　　8℃／皿in

¢　試験結果

　　　　　　表一．2　濃　縮　倍　率
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　　　48TLm値は9800∬nであるが、設定濃度の計算上は

　　／0000p即として計算を行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上


